
３月 20日 JR津田沼駅南口地区が市街化区域に編入

４月 １日 市内初の民間保育所「かすみ保育園」オープン

22日 市長・市議会議員選挙

７月 18日 市企業局が災害復旧応援隊を
新潟県中越沖地震被災地へ派遣（～８月 13 日）

27日 JR津田沼駅南口土地区画整理組合設立の認可

29日 市民まつり「習志野きらっと２００７」開催

８月 ３日 習志野高校ボクシング部が全国高校総体で全国制覇

6日 谷津交番が複合商業施設谷津スクエア内に引越し

8日 ゆめ半島千葉国体習志野市実行委員会設立

21日 千葉県国際総合水泳場にて
「世界競泳 2007 イン ジャパン」開催（～ 24 日）

９月 10日 台風９号の被害で谷津干潟に大量のごみ漂着
ボランティア・市・環境省が撤去

10月 ２日 津田沼第二跨線橋歩道完成

20日 第五中学校吹奏楽部が
全日本吹奏楽コンクールで金賞受賞

28日 親子のつどいの広場
「きらっ子ルームやつ」オープン

11月 ９日 習志野高校創立五十周年記念式典

18日 習志野高校吹奏楽部が
全日本マーチングコンテストで金賞受賞

29日 コミュニティバス実証運行開始
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市企業局災害復旧応援隊 新潟県中越沖地震被災地で活躍

みんなの足に！
コミュニティバス実証運行開始五中吹奏楽部 全日本吹奏楽コンクールで金賞受賞

元気いっぱい！かすみ保育園オープン
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　「習志野市人事行政の運営等の状況の公表に関
する条例」に基づき、職員の任用、給与状況、勤
務条件等、人事行政の運営等の状況について公表
します。

※詳細は習志野市ホームページに掲載しています。http://www.city.narashino.chiba.jp/

2職員の給与の状況
①職員給与費の状況（公営企業等会計を含む全会計決算）

区分 職員数
（Ａ）

給与費 1人当たり給
与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

平成18年度 1,495人 6,187,938千円 1,539,015千円 2,658,663千円 10,385,616千円 6,947千円

平成17年度 1,526人 6,414,460千円 1,596,184千円 2,737,831千円 10,748,475千円 7,044千円
泫・職員数及び給与費は、派遣職員、再任用短時間勤務職員、臨時的任用職員を除く。
　・職員数は、各年度4月1日現在の人数です。
　・「職員手当」とは、扶養手当・通勤手当・住居手当等の各種手当（退職手当を除く）をいいます。

区分 一般行政職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

平成19年 習志野市 358,395 円 454,379 円 44歳  5カ月
千葉県 363,327円 448,059円 44歳  8カ月

平成18年 習志野市 369,539円 471,463円 44歳10カ月
千葉県 368,842円 451,858円 44歳  8カ月

③職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 （各年4月1日現在）

区分 技労職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

平成19年 習志野市 331,537円 401,856円 46歳1カ月
千葉県 330,096円 380,128円 49歳4カ月

平成18年 習志野市 325,625円 402,657円 45歳0カ月
千葉県 329,966円 379,474円 49歳1カ月

④職員の初任給の状況
区分 習志野市 千葉県 国

大学卒 176,800円 176,800円 I種 179,200円
II種 170,200円

高校卒 142,800円 142,800円 138,400円

（平成19年4月1日現在）

区分 経験年数10年 経験年数 15年 経験年数 20年

平成
19年

全職員
大学卒 273,927円 314,639円 334,233円
高校卒 230,833円 276,476円 293,750円

一般
行政職

大学卒 272,750円 313,993円 355,097円
高校卒 234,188円 275,370円 303,192円

技労職 －（※） 274,999円 297,840円

平成
18年

全職員
大学卒 276,764円 322,197円 368,895円
高校卒 247,436円 276,700円 314,978円

一般
行政職

大学卒 276,256円 318,135円 354,800円
高校卒 225,250円 275,100円 305,700円

技労職 248,653円 278,550円 299,083円
（※）経験年数10年の技労職に該当する職員はいません。

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分 習志野市 県内市平均 全国平均
平成18年 98.9 100.0 98.0

泫 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指
　  数です。本市の平成19年の指数は99.1です。

②ラスパイレス指数の状況

（各年4月1日現在）

平成19年4月1日現在 平成 18年度
採用試験 選考 合計 採用試験 選考 合計
47人 21人 68人 40人 20人 60人

定年
退職

勧奨
退職

死亡
退職

普通
退職 その他 合計

31人 20人 2人 13人 22人 88人

1職員の任免および職員数に関する状況
①職員採用の状況 ②退職者の状況     （平成18年度）

（注）その他は、千葉県教職員への転出です。（注）選考は、千葉県教職員からの転入です。

③部門別職員数の状況

（注）教育長を含む。

④級別職員数の状況
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

計標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

副主査
主任主事
主任技師

主査 主査 課長 次長 部長

全職員
職員数 105 135 498 269 213 138 40 29 1,427
構成比
（1年前）

7.4％
5.7％

9.4％
9.7％

34.9％
36.2％

18.9％
19.3％

14.9％
14.9％

9.7％
8.9％

2.8％
3.2％

2.0％
2.1％

100.0％
100.0％

一般
行政職

職員数 42 32 188 83 86 88 32 23 574
構成比
（1年前）

7.3％
5.4％

5.6％
4.2％

32.8％
33.4％

14.4％
15.6％

15.0％
16.2％

15.3％
14.3％

5.6％
6.5％

4.0％
4.4％

100.0％
100.0％

（平成19年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

（注）教育長および市立習志野高等学校の教員を除く。

⑤定員適正化計画の状況
・平成8年～17年の進ちょく状況

平成8年 平成17年 削　減
職員数 1,807 人 1,540 人 ▲267人（▲14.8％）

区分
部門

職員数 対前年
増減数 主な増減要因平成19年 平成18年

一般行政
部門

議会 11 12 ▲ 1 事務の統廃合縮小

総務企画 166 168 ▲ 2 事務の統廃合縮小欠員不補充
税務 54 54 0

民生 334 341 ▲ 7 事務の統廃合縮小事務の民間委託

衛生 121 125 ▲ 4 事務の統廃合縮小事務の民間委託
労働 0 0 0
農林水産 8 8 0
商工 8 8 0

土木 90 92 ▲ 2 事務の統廃合縮小欠員不補充
小計 792 808 ▲ 16

特別行政
部門

教育 312 317 ▲ 5 事務の統廃合縮小欠員不補充
消防 208 207 1 欠員補充
小計 520 524 ▲ 4

公営企業等
会計部門

水道 31 31 0
下水道 29 29 0
その他 114 114 0
小計 174 174 0

合計 1,486 1,506 ▲ 20

　平成8年に策定した当初の計画により、平成17年までに267人削減しました。
　平成17年に新たな目標を策定して、以下のとおり取組んでいます。

・定員適正化目標（平成22年目標）
　計画期間／平成17年4月1日～平成22年4月1日
　最終年度の計画人員／全部門　1,437人（平成17年4月1日現在の職員数1,540人に対して
103人減、6.7％減）

平成 17年 平成 18 年 平成 19 年 数値目標計画始期 1年目 2年目
職員数 1,540 人 1,506 人 1,486 人 1,437 人

対平成17年削減数 ━ ▲34人 ▲ 54人 ▲ 103人

⑥職員手当の状況

地域手当 支給対象
 地域 支給率 支給対象

 職員

支給対象職員1人
当たりの平均支給年額
（平成18年度決算）

平成 19 年
4月1日現在 全域 8%（国 5%） 1,479人 344,840円

平成 22年度 全域 10%（国 10%）

特殊勤務手当
（平成 18年度決算）

区分 全職種
職員全体に占める
手当支給職員の割合 53.2%

支給対象職員1人当たり
平均支給年額 45,116円

手当の種類（手当数） 51

代表的な
手当の名称

支給額の多い
手当

ごみ処理作業手当・し尿処
理作業手当・夜間手当・消
防業務手当・保育手当

支給対象職員
の多い手当

保育手当・夜間手当・消防
業務手当・幼児教育手当・
ごみ処理作業手当

泫平成19年3月に、27種類の特殊勤務手当を廃止し、現在は24種類となっています。

時間外勤務手当
年度 支給総額 職員 1人当たり

平均支給年額
18 年度決算 421,277 千円 282 千円
17年度決算 439,707 千円 288 千円

区分 給料月額 期末手当 区分 報酬月額 期末手当
市  長 950,000円 議長 540,000円  6月期 2.125月分
副市長 810,000円  6月期 2.125月分 副議長 500,000円 12月期 2.325月分
収入役 730,000円 12月期 2.325月分 議員 480,000円 計 4.450月分
教育長 730,000円 計 4.450月分
企業管理者 720,000円

⑦特別職の報酬等の状況
（特別職等の給料または報酬は、審議会の答申を受けて条例で定められています）

泫「期末手当」については、一般職の職員と同様
　の加算措置があります。

7職員の福祉および利益の保護の状況
①職員の健康診断の状況

区分 受診者数 区分 認定件数
定期健康診断 277 公務災害 4
人間ドック 1,081 通勤災害 0

②公務災害補償の状況

8職員の採用試験の状況

受験 申込者数 第 1次試験 
受験者数

第 1次試験
 合格者数 最終合格者数 倍率

602 395 148 48 12.5

（平成18年度）

9千葉県市町村公平委員会の業務の状況
区分 件数

勤務条件に関する措置の要求の状況 0
不利益処分に関する不服申立ての状況 0

（平成18年度）

区分 習志野市 国

扶養
手当

●配偶者　　　　　　　　　13,000円
●配偶者以外の扶養親族1人　6,000円
●16歳から22歳までの子等

1人につき5,000円加算

●配偶者　　  　　　　　　13,000円
●配偶者以外の扶養親族1人  6,000円
●16歳から22歳までの子等

1人につき5,000円加算

住居
手当

●借家の場合
　（家賃12,000円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
●自宅の場合　　　　世帯主10,000円

●借家の場合
　（家賃12,000円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
●自宅の場合　　　　　　　  2,500円
　（新築・購入後5年間支給）

通勤
手当

●電車、バスを利用する場合
　交通機関が発行している最も長い通
用期間の定期代相当額を全額支給

●乗用車等を使用する場合　
　使用距離等に応じて
　2,000円～37,630円を支給

●電車、バスを利用する場合
　交通機関が発行している最も長い通
用期間の定期代相当額を支給

　（1月当り限度額55,000円）
●乗用車等を使用する場合
　使用距離等に応じて
　2,000円～24,500円を支給

期末
手当
勤勉
手当 職制上の段階、職務の級等による

加算措置有
職制上の段階、職務の級等による
加算措置有

退職
手当

（平成19年4月1日現在）

期末手当 勤勉手当
6月期 1.400月分 0.725月分
12 月期 1.600月分 0.725月分
計 3.000月分 1.450月分

期末手当 勤勉手当
6月期 1.400月分 0.725月分
12 月期 1.600月分 0.725月分
計 3.000月分 1.450月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
 その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
１人当たりの平均支給額（平成18年度決算）
自己都合　  2,576千円
勧　　奨　26,844千円
定　　年　27,077千円

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
 その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

（平成19年 4月 1日現在） （平成19年 4月 1日現在）

3職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
①職員の勤務時間（標準的なもの）
1週間あたり
の勤務時間

開始
時刻

終了
時刻 休憩時間 休息時間（※）

38時間45分 8時30分 17時 12時15分から13時まで
12時から12時15分まで およ
び 15時から15時15分まで

（※）平成19年11月に休息時間を廃止しました。

②休暇・休業の状況　　　　 （件数等は平成18年1月1日～平成18年12月31日）
休暇の種類 内容等
年次休暇
（有給）

1の年につき20日間付与（前年に未使用日数がある場合は、最大20日
を翌年に繰越。また、年の途中で採用された者は当該年の在職期間に応じ
付与） 平均取得日数  9.2日

療養休暇
（有給）

職員が、負傷又は疾病のため療養する必要がある場合に、120日を超えな
い範囲内で療養のため勤務をしないことがやむを得ないと認められる期
間、取得することができる。 承認件数256件

特別休暇
（有給）

ボランティア休暇（5日）、結婚休暇（7日）、分娩のための休暇（分娩日
の前8週・後9週）、配偶者の出産休暇（3日）、忌引休暇（1～7日）、夏季
休暇（8日）、人間ドック受診のための休暇（2日）等

看護休暇
 （無給）

職員が、配偶者等で負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障が
あるものを看護するため、勤務しないことが相当であると認められる場
合に、1の年につき180日を超えない期間、取得することができる。 承認
件数2件

組合休暇
 （無給）

職員が、任命権者の承認を得て登録された職員団体の業務又は活動に従
事する場合に、1の年につき30日を超えない範囲内で取得することがで
きる。 承認件数 0件

育児休業 
（無給）

職員が、3歳未満の子を養育するため、その子が3歳に達するまで、育児休
業をすることができる。 承認件数20件

（平成19年 4月 1日現在）

5職員の服務の状況
区分 件数 主な内容

職務専念義務の免除 50 昇任等に係る選考試験受験 等
営利企業等の従事許可 3 市議会議員選挙一般選挙事務従事 等

（平成18年度）

6職員の研修および勤務成績の評定の状況
①職員研修の状況
研修区分 受講者数 研修内容

階層別研修 99 新規採用者、昇格者に対して各階層で必要とされる行政運営に関する研修

特別研修 1,202 政策形成実践研修、女性リーダーキャリアアップ研修、他市との合同研修等を実施

派遣研修 105 自治大学校、千葉県自治研修センター、市町村職員中央研修所等への派遣
②勤務評定制度の状況
　本市では、育成型の人事考課として目標管理制度を導入し、部下の業務遂行状
況について上司が評価、指導を行うシステムを構築し、職員の能力開発、業務の
効率性・効果性の向上に取組んでいます。また、個々の職員が自己の業績、能力、
適性、意見、希望等を人事担当に意思表示する自己申告制度を導入し、適材適所
の職員配置や職場の活性化に役立てているところです。また、国・県等の動向を
踏まえ、能力評価と業績評価を柱とした新たな人事評価制度の構築を目指し、管
理職職員に対して制度を試行しました。

4職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の状況
　心身の故障　休職60件

②懲戒処分の状況
　なし

問合せ 人事課

人事行政の
運営等の
状況について

泫平成22年度までに支給率を段階的に
　引上げることとしています。

③厚生費助成
　地方公務員法第42条に基づき、職員の保健、元気回復、その他の厚生に関す
る事業として、市職員互助会が実施している次の事業に対して助成しています。
　健康増進事業（人間ドック、文化・スポーツ活動、福利厚生活動）

（平成18年度）

（平成18年度）

（平成18年度）
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歳入合計
426億
312万円

（一般会計）
収入

歳出合計
406億
4,885万円

（一般会計）
支出

歳入合計
426億
312万円

（一般会計）
収入

歳出合計
406億
4,885万円

（一般会計）
支出

決
算
の
概
要

　

平
成
18
年
度
は
「
更
な
る
前
進
、
改
革
」
を
基
本
方
針
に
、
県
内
初
の
保
育
一

元
化
施
設
で
あ
る
東
習
志
野
こ
ど
も
園
の
開
園
や
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
支
給

対
象
の
拡
大
、
A
E
D
の
配
備
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
の
調
査
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
生
活
に
根
付
い
た
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
の

で
、
市
の
家
計
簿
と
も
い
え
る
決
算
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課

平成18年度

市
の
家
計
簿

QQ
市
民
一
人
あ
た
り
の
収
入（
市
税
）

と
支
出
は
い
く
ら
で
す
か
？

A
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た

市
税
と
支
出
を
比
較
す
る
と
左
図
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

QQ
収
入（
市
税
）に
比
べ
て
支
出
が
多

い
よ
う
で
す
が
、そ
の
差
額
は
ど
う
し

て
い
る
の
で
す
か
？

A
そ
の
差
額
は
、国
・
県
支
出
金
や
、使

用
料
な
ど
の
ほ
か
、銀
行
等
か
ら
の
借

入
れ
で
補
っ
て
い
ま
す
。な
お
、一
人

あ
た
り
の
借
入
金
額
は
1
4
，9
0
8

円
で
す
。

QQ
借
入
金
な
ど
の
市
の
債
務
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
で
す
か
？

A
市
全
体
の
債
務
残
高
は
890
億
円
あ

り
ま
す
。こ
れ
を
一
人
あ
た
り
の
金
額

に
す
る
と
、5
6
7
，4
6
5
円
で
す
。

左
の
債
務
残
高
の
グ
ラ
フ
で
一
般
会

計
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
般
会
計
の
債
務
残
高
は
530
億
円
、

一
人
あ
た
り
の
債
務
残
高
は
3
3
8
，

0
8
4
円
で
、
昨
年
よ
り
1
8
，

2
1
0
円
減
少
し
ま
し
た
。そ
も
そ
も

借
入
は
、都
市
基
盤
整
備
や
施
設
の
改

修
工
事
の
費
用
を
、将
来
利
用
す
る
人

に
も
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行

い
、毎
年
返
済
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

借
入
金
も
多
く
な
り
す
ぎ
る
と
返
済

に
追
わ
れ
、他
の
事
業
を
行
う
余
裕
が

な
く
な
り
ま
す
。

QQ
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
い
る
の
で
す
か
？

A
平
成
22
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
集
中
改
革
プ
ラ
ン（
平
成
18
年
度
改

訂
）で
は
、借
入
金
総
額
を
776
億
円
以
下

に
す
る
目
標
を
掲
げ
、財
政
の
健
全
化
に

向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
計
画
等
に
つ
い
て
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
第
四
分
室
１
階
）に
お

い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　習志野市の平成18 年度決算を審査したところ、決算関係書類は正確であり、概ね
適正に予算が執行されているものと認められました。
　一般会計の決算規模は前年度と比較し縮小しております。
　まず、歳入においては、自主財源で市税を主体に定率減税の縮減・税法改正・景気
回復・徴収率向上等から増収となり、一方、依存財源で地方交付税を主体として三位
一体の改革の影響等から減収となりました。
　また、歳出においては、概ね適正に予算が執行されておりました。特に債務残高に
おいて前年度減少額にも増して減少する等、財源構造が厳しく変化する財政状況下
にありながらも、財政基盤の健全化に向けての着実な取組みがなされておりました。
　次に、特別会計については、概ね適正に予算が執行されておりました。
　次に、運用基金である土地開発基金の運用状況については、設置目的に従い概ね適
正に運用されておりました。
　今後の財政運営において、自主自立の基本姿勢の保持と将来的行政需要への弾力
性を確保するため、限られた財源と人材を有効かつ効率的に活用し、「改革と見直し」
を行政のあらゆる領域・段階で絶え間なく取組むことが求められています。ついて
は財政運営の基本「最少経費・最大効果」を旨とし、財政構造基盤の強化と健全化を
目指すことで、市政が更に発展し市民福祉が更に向上されるよう要望いたします。

平成18年度

決算審査意見 収入 152,111 円
一人あたりの市税

（昨年より 4,513 円増）

支出 259,119 円
一人あたりの金額

（昨年より 221 円減）

支出内訳
人件費 78,819 円 職員の給料や議員報酬など
物件費 54,167 円 施設の維持管理費や物品の購入など
公債費 28,524 円 借入金の返済など
普通建設事業費 25,811 円 建物の建設や道路、公園の整備など
扶助費 26,032 円 生活困窮者や児童などへの援助
その他 45,766 円 下水道特別会計へ繰出金など

人口 15万 6,873 人
（平成 19 年 3月末現在・住民基本台帳）
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■公共下水道事業特別会計
■一般会計

習志野市監査委員　近藤　一夫
習志野市監査委員　木村　孝浩

決算の概要 QQ&A

自主財源 71.9%自主財源 71.9%
306億 1,080万円306億 1,080万円

皆さんから
納めていただく

税金など

皆さんから
納めていただく

税金など

依存財源 28.1%依存財源 28.1%
119億 9,232万円119億 9,232万円

国・県から
交付されるお金や

借入金など

国・県から
交付されるお金や

借入金など

谷津バラ園の入園料など

海浜霊園合葬式墓地

京成大久保駅
南口駅前広場

会計名 収入 支出
一般会計 426 億    312 万円 406 億 4,885 万円
特別会計 314 億 1,935 万円 311 億 8,817 万円

内訳

国民健康保険 115 億 6,775 万円 115 億 3,568 万円
公共下水道 65 億 8,334 万円 65 億 5,661 万円
老人保健 78 億 7,638 万円 78 億 5,912 万円
介護保険 53 億 9,188 万円 52 億 3,676 万円

合計 740 億 2,247 万円 718 億 3,702 万円

一般会計・特別会計決算総括表

 「はばたき債」のお礼　応募総数 923 人、当選者 321 人、応募倍率 2.9 倍という結果になりました。
多数のご応募ありがとうございました。　問合せ　財政課

民生費104億469万円25.6% 
高齢者福祉、子育て支援などの費用 
東習志野こども園を開園 ・民間保育所のかす
み保育園建設への助成 ・子どもの医療費の助
成対象を拡大 ・児童手当の支給対象を拡大 ・
老人医療助成事業（68、69 歳）

教育費64億3,890万円15.8%  学校、公民館、図書館などの費用 
学校施設のアスベスト対策および大規模改造事業の実施 ・市内の全中学
校の特別教室にパソコン機器（1人 1台）を整備 ・移動図書館車両を更
新 ・市民会館の冷暖房機を更新

総務費57億163万円14.0%
市役所管理や市民団体育成などの費用
京成津田沼駅のエレベーター設置事業への助成 
・タスカルーサ市との姉妹都市提携20周年記念
事業を実施

公債費43億8,687万円10.8%
借入金（市債）の返済金
（利子 8億 937 万円含む）

衛生費36億1,561万円8.9%
健康診断、ごみ処理
経費などの費用
基本健康診査およびがん検診の
実施期間の拡大 ・二次救急医療
体制の拡充 ・合葬式墓地の建設

消防費19億5,316万円4.8%
消防、防災などの費用
老朽化した消防車両を更新 ・市
内施設 47 カ所に AED を配備 ・
地域防災計画の見直しを実施

債
務
残
高
の
推
移

使用料など
18億5,206万円4.3%

市民税・固定資産税など

市税
238億6,204万円 56.0％

前年度からの繰越金など

その他 
48億9,670万円  11.6%

国・県から交付される地方交付税など

その他　59億7,914万円 14.0%

国・県から特定の事業に対
し交付される資金

国・県支出金
36億7,458万円 8.6%

銀行などから借りるお金

市債 
23億3,860万円5.5%

土木費67億3,384万円16.6%
道路、公園などの費用
京成大久保駅南口駅前広場を整備・ハミン
グロード再生実施プランに基づく各種工事
を実施 ・木造住宅の耐震診断会を実施

その他14億1,415万円3.5%
議会運営、商工振興などの費用
市議会本会議の
インターネット配信を実施
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（単位：万円）平成18年度普通会計バランスシート（平成19年3月31日現在）

新しい民生委員･児童委員を紹介します

谷津地区（谷津１・５・６・７丁目）
担当区域 氏名 住所 電話番号

谷津１丁目1～4番、20～24番 織 戸　 洋 子 谷津1-1-2 474-0947
谷津１丁目5～19番 中 村　 嘉 秀 谷津1-6-20 473-0908
谷津５丁目1～4番､7～11番 藤原　やよひ 谷津5-2-12 472-1380
谷津５丁目5～6番､12～13番、
25～30番、34番 太 田　 想 三 谷津5-27-2 476-4993

谷津５丁目14～24番 長谷川　美智子 谷津5-20-19 472-5265
谷津５丁目31～33番､38～45番 南 田　 民 子 谷津5-43-8 478-1763
谷津5丁目35～37番､6丁目8～10番 小 宮　 裕 子 谷津6-9-12 474-7250
谷津６丁目1～7番､11～13番､15～17番 大 野　 泰 子 谷津6-16-17-503 493-2658
谷津６丁目14番､18～22番 曽根　與志子 谷津6-21-3 477-6788
谷津７丁目全域 赤 城　 裕 谷津7-7-26-607 477-3173

主任児童委員 小 林　 信 子 谷津5-31-9-501 474-7040
永 井　 恭 子 谷津5-10-23 477-0144

向山地区（谷津２・３・４丁目・谷津町）
担当区域 氏名 住所 電話番号

谷津2丁目１～3番､17～23番（津
田沼ハイツ除く）、谷津町1丁目全域 織 戸　 高 広 谷津2-18-39 453-6218

谷津2丁目4～16番 ､22番（津
田沼ハイツ）、谷津町4丁目全域 石 松　 保 子 谷津2-7-19 452-5672

谷津３丁目1～12番（ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ除く） 榎 本　 信 弘 谷津3-11-16 453-4306
谷津３丁目1番ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ 15～20号 田 辺　 玲 子 谷津3-1-15-209 454-5864
谷津３丁目1番ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ 21～30号 永 山　 澄 子 谷津3-1-43-110 451-9356
谷津３丁目1番ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ 31～34号、
ローズタウン 桐 山　 妙 子 谷津3-1-34-205 452-3406

谷津３丁目1番ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ 40～44号 山 田　 豊 子 谷津3-1-44-704 451-1138
谷津３丁目1番ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ 45～51号 西原　ふじ 谷津3-1-46-512 451-5196
谷津３丁目13番､28～30番 澤 田　 操 谷津3-29-4-404 454-3321
谷津３丁目14～27番 田 村　 信 二 谷津3-17-3 453-2314
谷津４丁目1～6番 富 樫　 昭 子 谷津4-4-14 451-6052
谷津４丁目7番､8番ｿﾌﾄﾀｳﾝ1号･5～8号 林　 淑 子 谷津4-8-1-306 451-0022
谷津４丁目8番の一部、ｿﾌﾄﾀｳﾝ 2
～4号、ﾌｧﾐｰﾙ谷津 松 山　 茂 治 谷津4-8-3-112 453-5123

主任児童委員 髙中　聡子 谷津3-1-47-205 454-2383
小田　たまみ 谷津3-21-22 451-4761

津田沼地区
担当区域 氏名 住所 電話番号

津田沼１丁目1～5番、10～17番 福 島　 貞 子 津田沼1-17-29 472-9134
津田沼１丁目6～9番、18～21番 宮 澤　 博 子 津田沼1-18-9 477-4148
津田沼２丁目1～4番、6番 伊 藤　 重 行 津田沼2-2-23 476-0437
津田沼２丁目5番､7～16番 小 林　 常 安 津田沼2-5-9 472-7931
津田沼３丁目1～5番､9～12番 都築　由貴江 津田沼3-4-25 479-1986
津田沼３丁目6～8番 小川　みつえ 津田沼3-6-29 475-6478
津田沼３丁目13～16番､22～23番 増田　美代子 津田沼3-22-17-706 477-9356
津田沼３丁目17～21番 廣 瀬　 征 子 津田沼3-17-8 472-3135
津田沼４丁目全域 植 草　 智 子 津田沼4-9-10 452-2053
津田沼５丁目1～5番､14番 山 崎　 澄 子 津田沼5-4-26 453-2526
津田沼５丁目6～13番 三代川　淑江 津田沼5-6-5 452-8079
津田沼６丁目1～2番､7～9番 深 谷　 俊 男 津田沼6-7-22 454-0605
津田沼６丁目3～6番､10～14番 吉 野　 勲 津田沼6-10-3 452-1551
津田沼７丁目1～7番､17～18番 三代川　可陽子 津田沼7-5-3 451-8180
津田沼７丁目8～16番 大 澤　 弘 幸 津田沼7-9-37 452-8656

主任児童委員 都 築　 倫 子 津田沼3-6-28 472-8459
松 原　 祐 子 津田沼3-13-5-809 477-8715
袖ケ浦地区

担当区域 氏名 住所 電話番号
袖ケ浦１丁目1～27番、29番4 深田　ハルエ 袖ケ浦1-5-1 452-3673
袖ケ浦１丁目28番、29番2 高 橋　 君 枝 袖ケ浦1-29-2-255 451-0877
袖ケ浦１丁目29番1 鈴 木　 悦 子 袖ケ浦1-29-1-914 451-3484
袖ケ浦２丁目1番 蟻 川　 昌 三 袖ケ浦2-1-4-303 454-8520
袖ケ浦２丁目2番 三 須　 庸 子 袖ケ浦2-3-1-407 454-7138
袖ケ浦２丁目3番､5番 坂 本　 利 子 袖ケ浦2-2-4-107 454-8718
袖ケ浦２丁目4番 加納　美智子 袖ケ浦2-7-7-102 454-6825
袖ケ浦２丁目6～7番 佐 伯　 良 子 袖ケ浦2-6-3-202 454-6645
袖ケ浦３丁目1番､2番1 西前　眞佐子 袖ケ浦3-1-4-503 454-7825
袖ケ浦３丁目2番2～7 鈴 木　 正 昭 袖ケ浦2-4-1-106 454-5051
袖ケ浦３丁目3番 丸山　チヨノ 袖ケ浦2-4-1-207 454-8220
袖ケ浦３丁目4番､5番 白 土　 妙 子 袖ケ浦3-6-2-108 454-6121
袖ケ浦３丁目6番、7番1～2 原 田　 春 美 袖ケ浦3-3-3-102 454-6356
袖ケ浦３丁目7番3～8 関　 康 子 袖ケ浦2-7-6-105 454-7084
袖ケ浦４丁目全域 渡 辺　 意 朗 袖ケ浦4-7-10 453-3283
袖ケ浦５丁目全域 矢島　久美子 袖ケ浦5-4-14 452-0541
袖ケ浦６丁目1～12番 林　　 完 袖ケ浦6-4-3 453-6855
袖ケ浦６丁目13～22番 寺 脇　 悦 子 袖ケ浦6-20-15 454-0464
主任児童委員 加 藤　 美 幸 袖ケ浦1-3-6 454-6876

鷺沼・鷺沼台地区
担当区域 氏名 住所 電話番号

鷺沼１丁目1､2､9､10番､13～17番 村 山　 輝 鷺沼1-16-4 452-2217
鷺沼１丁目3～8番､11､12番 伊 藤　 敬 子 鷺沼1-7-21 453-3705
鷺沼２丁目1～10番 鈴木　とし江 鷺沼2-2-36 451-8427
鷺沼２丁目11～19番 細 江　 容 子 鷺沼2-3-27 451-1825
鷺沼３丁目3～5番､8～16番､19、20番 川地　栄四郎 鷺沼3-16-3 451-6392
鷺沼3丁目1､2､6､7番、4丁目1～4番 猪 股　 秀 夫 鷺沼3-6-28 453-6550
鷺沼４丁目5～14番 渡 辺　 節 子 鷺沼3-6-7 452-7392
鷺沼3丁目17、18番､5丁目全域 山 本　 弘 子 鷺沼5-6-26 451-1568
鷺沼台１丁目全域 前 田　 芳 弘 鷺沼台1-7-16 472-7984
鷺沼台２丁目全域 田所　喜美子 鷺沼台2-5-17 473-4575
鷺沼台３丁目1～12番 木 村　 幸 雄 鷺沼台3-12-24 476-1239
鷺沼台３丁目13～22番 佐 藤　 美 穂 鷺沼台3-19-18 472-9344
鷺沼台４丁目3～5番全域、１、2、
6番の一部 田 島　 義 之 鷺沼台4-3-17 474-0308

鷺沼台４丁目7～12番全域、1、2、
6番の一部 原田　フミ子 鷺沼台4-1-18 476-8347

主任児童委員 土𣘺　多美子 鷺沼台3-11-8 476-7731
小 室　 一 恵 鷺沼台3-14-39 493-7093
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問
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福
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課

習志野市民生委員・児童委員名簿（敬称略）
任期：平成19年12 月１日～22 年11 月30 日

QQ資産の部とは?
A左側（借方）には、これまでどのようなものに資金を使っ
たかが示されています。資産のうち「学校」「道路」「公園」
などの建物やその敷地を有形固定資産アとしました。これ
らは市のサービスの源と考えることができ「資産」といえま
す。それに加え、現金や基金・預金などの財貨も資産であ
るといえます。これら資産の合計額は約1,916億円となって
います。
　バランスシート上での資産は、使用されて時間が経つに
つれて価値が下がってくると考えます。18年度は、京成大
久保駅南口駅前広場整備事業で約1億9,100万円、海浜霊園
内に建設した合葬式墓地で8,500万円などの資産が増加し
ていますが、それ以上にこれまでの資産価値の減少が大き
かったため、資産が昨年度に比べ、約23億円減少しました。
しかし、新しく建てるだけでなく、既存の施設をリニュー
アルしてさらに長く使用できるようにすることでも資産は
増えます。

QQ負債の部と正味資産の部とは?
A右側（貸方）には、左側の資産形成のための資金の出所が
区分されています。「負債」は、市が借りた地方債イや開発
公社などへの債務ウをいいます。資産形成費のうち将来世
代の子どもたちが負担することになるものといえます。ま
た、全職員にかかる退職手当の額の見込額エも負債に含ま
れます。合計で約595億円になり、昨年度に比べ約39億円
の減となりました。
　「正味資産」オは、負債と異なり返済する必要のないもの
をいい、そのまま市民の資産といえるものです。これまで
住んでいる市民が市税で負担したもの、国県から補助金で
交付されたものの額です。約1,322億円になり、昨年度に比
べ約16億円増加しました。

QQバランスシートで何がわかるの?
A一例として、将来世代への負担がどの程度あるのかがわ
かります。

このグラフは、17年度と18年度の世代間負担の割合を表し
たものです。
　両年度の推移をみると、これまでの世代負担が1.64ポイ
ント増加し、将来世代の負担する分が1.79ポイント減少し
ました。

QQ市民一人あたりに換算したバランスシートは？
A

　平成19年3月31日現在、約122万円①（昨年度は約123万
円）の財産をもっていますが、将来約38万円②（昨年度は約
40万円）返済する必要があるので、約84万円③（昨年度は約
83万円）が本来の財産となります。

QQバランスシートをどう活用するの?
A1年間の費用だけでなく、将来の負担を見据えた財源配分
を行うために活用し、市のサービス向上および効率的な運
営を行っていきます。

　市の決算（4・5ページの決算特集参照）では、その年のお金の動きを表しています。
それに対してバランスシートは、どのくらい資産が増えたのか、市民負担がどうなって
いるのか、現金以外の動きを表しています。資産形成の歩みとその負担を一覧表でわか
るようにし、世代間の受益と負担の比較をするものです。　　　　　　　問合せ 財政課

バランスシート QQ&A

習志野市の平成 18 年度

貸借対照表
（バランスシート）をお知らせします

借方 貸方

［資産の部］ ［負債の部]

⒈有形固定資産（ア）………………………
⑴総務関係（庁舎分室など）
⑵民生関係（保育所・福祉センターなど）
⑶衛生関係（清掃工場など）
⑷労働関係（勤労会館など）
⑸農林水産業関係（農道など）
⑹商工関係（商店街街路灯など）
⑺土木関係（道路・公園など）
⑻消防関係（消防庁舎・消防車など）
⑼教育関係（幼稚園・小中高校など）
⑽その他（議会バスなど）
　　　　 〈うち土地

⒉投資など…………………………………
他団体への出資金
特定の目的のために積立をしている基金

⒊流動資産…………………………………
現金、未収金　上記以外の基金

1,802億3,200
32億9,400
65億4,900
173億4,900

5,000
5,500

1億2,100
1,050億4,400
12億8,900
463億9,400

8,700
1,007億9,600

50億1,700

63億8,900

（対前年度）
（▲1.1%）
（▲1.7%）
（▲2.1%）
（▲4.9%）
（▲5.7%）
（▲5.2%）
（▲0.8%）
（▲0.3%）
（▲3.4%）
（▲0.9%）
（▲2.2%）
（▲0.3%）〉

（▲2.4%）

（▲4.1%）

負債合計…………………………………
⒈固定負債………………………………
⑴地方債（イ）
⑵開発公社などへの債務（ウ）
⑶退職給与引当金（エ）

⒉流動負債………………………………
翌年度償還予定の地方債

［正味資産の部］
正味資産合計（オ）………………………
⒈国庫支出金……………………………

⒉都道府県支出金………………………

⒊市税など………………………………

594億7,800
556億7,800
359億1,400
109億3,500
88億2,900

38億　  　 

1,321億6,000
234億6,100

88億    400

998億9,500

（対前年度）
（▲6.1%）
（▲6.8%）
（▲4.0%）
（▲11.0%）
（▲12.1%）

（4.7%）

（1.2%）
（▲4.3%）

（▲5.1%）

（3.2%）

資産合計 1,916億3,800（▲1.2%） 負債・正味資産合計 1,916億3,800 （▲1.2%）
 ※データの存在する昭和44年度から積み上げた決算統計資料を基にした推計値です。

将来世代の負担率=負債合計/有形固定資産
これまでの世代の負担率=正味資産合計/有形固定資産

0 20% 40%

■将来世代の負担率
■これまでの世代の負担率

60% 80% 100% 120%

H18 73.33% 33.00%

H17 71.69% 34.79%

資産形成の世代間負担率推移

資産 122万 1,614 円①
負債　37万 9,149 円②

正味資産　84万 2,465 円③
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実籾・新栄地区（実籾・実籾本郷・新栄）
担当区域 氏名 住所 電話番号

実籾１丁目1～24番 草深　千佐子 実籾1-9-2 477-8106
実籾１丁目25～44番 谷　 明 夫 実籾1-29-38 472-5028
実籾２丁目1～24番 鴇 田　 禮 司 実籾2-4-13 477-7177
実籾2丁目25～41番、実籾本郷全域 櫻 井　 千 佳 実籾本郷17-23 472-7813
実籾３丁目全域 渡 邊　 幸 枝 実籾3-11-8 472-7817
実籾４丁目全域 相 原　 啓 子 実籾4-37-33 472-4503
実籾５丁目1～19番 榎 本　 み ち 実籾5-17-43 472-7278
実籾５丁目20～46番 小 野　 隆 実籾5-22-12 473-0350
実籾６丁目1～10番、31～34番 田 村　 義 彦 実籾6-19-6 476-9462
実籾６丁目11～30番 吉田　美惠子 実籾6-25-11 475-1170
新栄１丁目全域 坂 本　 義 則 新栄1-1-8 477-6366
新栄２丁目全域 森 田　 孝 司 新栄2-5-9 475-7493

主任児童委員 飯生　ひろ子 実籾3-28-24 476-4547
櫻 井　 正 子 実籾2-17-32 472-5775

実花地区（東習志野 1・6・7・8丁目）
担当区域 氏名 住所 電話番号

東習志野１丁目1番､8～11番 土 屋　 清 東習志野1-11-21-304 477-0648
東習志野１丁目2～7番､12～13番 茂 木　 正 道 東習志野1-7-14 476-0477
東習志野６丁目2～8番､14～22番 臼 田　 康 弘 東習志野6-9-17 478-4281
東習志野６丁目1番､9～13番 関 口　 房 江 東習志野6-12-8 473-4402
東習志野7丁目全域､8丁目1～6番､23
～27番 今 村　 信 子 東習志野8-26-2 477-3376

東習志野８丁目7～22番 西 田　 佳 以 東習志野8-20-4 472-6830
東習志野８丁目28～32番 渡 邊　 豊 男 東習志野8-20-4 476-5845

主任児童委員 秋 葉　 裕 子 東習志野8-29-22 477-2267
湯下　由香里 東習志野8-26-7 471-1354

東習志野地区（東習志野 2・3・4・5丁目）
担当区域 氏名 住所 電話番号

東習志野２丁目１～5番､12～15
番､18､20番 加川　美奈子 東習志野3-13-10 473-6423

東習志野２丁目6～11番､16､17､19番 山 口　 直 子 東習志野2-14-16 477-2106
東習志野３丁目1～7番 天 池　 義 明 東習志野3-3-15 475-6921
東習志野３丁目8～15番 遠 藤　 勝 𠮷 東習志野3-11-8 475-1817
東習志野４丁目1～9番 佐 藤　 英 雄 東習志野4-6-23 475-0668
東習志野４丁目10～20番 福 原　 孝 枝 東習志野4-14-17 475-8039
東習志野５丁目1～16番 渡 辺　 京 子 東習志野5-2-2 478-2765
東習志野５丁目17～34番 瀬戸口　清博 東習志野5-25-6 473-6609

主任児童委員 望 月　 幸 子 東習志野4-13-3 475-0532
飯 田　 洋 子 東習志野5-14-16 475-8010

秋津・香澄地区
担当区域 氏名 住所 電話番号

秋津１丁目1～2番 麻生　美智子 秋津1-1-4-303 453-7414
秋津１丁目3～4番 宇田川　安司 秋津1-4-8-107 451-9891
秋津２丁目全域 谷口　和歌子 秋津2-1-3-101 453-8602
秋津３丁目6番を除く全域 北 野　 恭 三 秋津3-2-8-2 453-8627
秋津3丁目6番、4丁目全域 小倉　桂一郎 秋津4-8-4 453-7734
秋津５丁目全域 𠮷 田　 秀 忠 秋津5-18-18 454-2600
香澄１丁目１～2番 岡　 久 郎 香澄1-2-10-301 451-9352
香澄１丁目3～4番 酒 井　 榮 子 香澄1-3-3-404 453-8498
香澄1丁目5～6番､2丁目全域 内 海　 鈴 枝 香澄2-7-12 453-5100
香澄３・５丁目全域 金子　富士子 香澄3-4-13 452-6996
香澄４・６丁目全域 岩 田　 寛 香澄6-9-12 451-5521
主任児童委員 高 松　 敦 子 秋津1-4-1-202 451-7463

藤崎地区
担当区域 氏名 住所 電話番号

藤崎1丁目全域 本 島　 節 子 藤崎1-12-11 475-3071
藤崎２丁目1～15番 野 田　 順 子 藤崎2-2-21 478-3247
藤崎2丁目16～19番､3丁目1～10番 新家　 代子 藤崎3-5-36 478-1377
藤崎３丁目11～38番 公平　喜代子 藤崎3-20-4 472-9531
藤崎４丁目1～11番 伊 藤　 寛 子 藤崎4-8-3 475-0838
藤崎４丁目12～21番 田代　美津子 藤崎4-15-5 476-5306
藤崎５丁目1～3番､5～15番 菊 地　 啓 藤崎5-11-1 479-5360
藤崎５丁目4番 西 野　 曉 子 藤崎5-4-51-201 472-6410
藤崎６丁目1～9番 星 野　 良 子 藤崎6-2-1 472-2468
藤崎６丁目10～21番 内 田　 綽 藤崎6-19-18 478-1304
藤崎７丁目全域 髙 野　 久 夫 藤崎7-1-10 475-1594

主任児童委員 米 元　 晴 美 藤崎3-22-3 477-2359
稲 葉　 裕 子 藤崎6-17-13 472-1490

大久保・泉・本大久保地区（大久保・泉町・本大久保１・２丁目）
担当区域 氏名 住所 電話番号

大久保１丁目1～15番 松 本　 紀 子 大久保1-8-23 472-7617
大久保１丁目16～29番 井 澤　 克 夫 大久保1-27-3 473-3736
大久保２丁目1～10番 田久保　直子 大久保2-8-13 477-4059
大久保２丁目11～19番 中谷　賀津子 大久保2-11-47 476-8408
大久保３丁目1～10番 久 保　 京 子 大久保3-4-24 475-3932
大久保３丁目11～15番 染 谷　 操 大久保3-11-8 472-0557
大久保４丁目1番､4～7番､11､12､15番 會 澤　 節 子 大久保4-3-10 476-0310
大久保４丁目2～3番､8～10番､13～14番 蔭 山　 盛 久 大久保4-10-24 478-4991
泉町1丁目全域､2丁目2番5～8 西 山　 節 子 大久保4-13-12 477-8711
泉町２丁目市営住宅を除く全域 本 多　 郭 伺 泉町2-3-1-211 493-9130
泉町３丁目1番1 ･ 2号 ､8～10番 伊 藤　 睦 子 大久保4-13-9-403 473-2795
泉町2丁目2番1～4、3丁目1番3号､
2～7番 加 藤　 ゆ き 泉町3-3-3 472-4338

本大久保１丁目1～5番 田上　みよ子 本大久保1-4-24 473-5400
本大久保１丁目6～18番 品 田　 稔 正 本大久保1-14-11 493-6587
本大久保２丁目1～4番 川 上　 京 子 本大久保2-7-7 473-5438
本大久保２丁目5～12番 中 野　 浩 齊 本大久保2-5-24 493-5371

主任児童委員 内 藤　 幸 子 大久保3-1-3 475-2396
吉川　比名子 大久保4-13-9-207 050-5524-0469

本大久保・花咲・屋敷地区（本大久保３・４・５丁目・花咲・屋敷）
担当区域 氏名 住所 電話番号

本大久保３丁目1～5番､14～19番 芦田　美枝子 本大久保3-19-13 477-3307
本大久保３丁目6～13番 小 林　 和 子 本大久保3-11-21 476-2328
本大久保４丁目1～5番､8～15番 富 田　 次 夫 本大久保4-5-92 472-0850
本大久保４丁目6～7番､16～19番 杉 山　 靜 男 本大久保4-6-5 475-3487
本大久保５丁目全域 市 ⻆　 夏 司 本大久保5-4-5 475-7611
花咲１丁目1～7番 伊東　くに江 花咲1-1-27 472-2387
花咲１丁目8～14番 桑 原　 滋 夫 花咲1-11-27 479-3591
花咲１丁目15～21番 片 野　 正 江 花咲1-17-25 476-7426
花咲２丁目1～7番､16～17番 三 橋　 清 花咲2-6-1 472-9065
花咲２丁目8～15番 塚 田　 誠 花咲2-11-5 473-4379
屋敷１丁目全域 國 分　 和 子 屋敷1-10-5 478-4712
屋敷２丁目全域 中䑓　扶美江 屋敷2-20-17 473-3317
屋敷３丁目全域 川 島　 克 已 屋敷4-2-7-405 472-3951
屋敷４・５丁目全域 安達　みどり 屋敷5-11-13 471-4977

主任児童委員
長谷川　津禰美 屋敷3-3-2 475-2928
仲佐　千代美 花咲1-16-7 471-5283

民生委員･児童委員
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9 習志野市役所
☎（451）1151

ひ
ろ
ば

　

11
月
10
日
、
習
志
野
商
工
会
議
所
の
主
催
で
、「
ワ
ク
ワ
ク
な
ら
し
の
発
見
ツ

ア
ー
」が
開
催
さ
れ
、
親
子
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
内
企
業
の
小
出
ロ
ー
ル

鐵
工
所
・
広
栄
化
学
工
業
・
会
田
製
作
所
や
千
葉
工
業
大
学
・
東
邦
大
学
を
訪
ね
、

日
ご
ろ
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
巨
大
な
ロ
ー
ル
、
洗
剤
の
製
造
工
程
、
先

端
技
術
の
ロ
ボ
ッ
ト
、
液
体
窒
素
の
体
験
学
習
な
ど「
見
る
・
触
れ
る
・
体
験
を

す
る
」こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
目
の
前
で
起
こ
る
実
験
が
と
て

も
面
白
か
っ
た
」「
液
体
窒
素
は
何
で
も
凍
ら
せ
る
の
で
不
思
議
だ
」な
ど
の
感

想
が
あ
り
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
驚
き
と
感
激
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

習
志
野
商
工
会
議
所
☎（
４
５
２
）６
７
０
０

親
子
が
市
内
を
探
検
！

〜
ワ
ク
ワ
ク
な
ら
し
の
発
見
ツ
ア
ー
〜

〜
平
成

〜
平
成
2020
年
度
年
度

　

予
算
編
成
〜

　

予
算
編
成
〜

　

10
月
か
ら
12
月
の
3
カ
月
間
は
、

予
算
編
成
等
で
一
年
で
一
番
忙
し

い
時
期
で
す
。次
年
度
の
ま
ち
づ
く

り
、政
策
等
を
い
か
に
実
現
し
て
い

く
か
、す
べ
て
こ
の
予
算
編
成
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。特
に
来
年
度
の
予
算

は
、私
が
選
挙
で
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
い
か
に
実
行
に
移
せ
る
か
と

い
う
、私
に
と
っ
て
一
番
気
が
か
り

な
事
柄
で
あ
り
、市
民
の
皆
様
も
関

心
の
高
い
事
柄
だ
と
思
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、私
は
11

月
1
日
に「
平
成
20
年
度
予
算
編
成

方
針
」を
市
民
の
皆
様
や
職
員
に

示
し
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
し
た
の
で
、読
ん
で
く
だ

さ
っ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で「
平
成
20
年
度
予
算
は

本
市
の
新
た
な
発
展
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
で

あ
り
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
に
向

け
た
重
要
な
予
算
で
あ
る
。各
職
員

は
、そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
諸
課

題
に
果
敢
に
取
り
組
み
、英
知
を
結

集
し
、市
民
の
期
待
に
十
分
に
応
え

る
よ
う
全
力
を
あ
げ
て
予
算
編
成
に

臨
ん
で
欲
し
い
」と
指
示
し
ま
し
た
。

　

基
本
方
針
と
し
て
、具
体
的
に
5

項
目
を
示
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
一

つ
は「
財
政
の
健
全
化
」、す
な
わ
ち

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
行
、補
助
金

の
見
直
し
や
債
務
残
高
の
削
減
等

で
す
。ま
た
、市
民
生
活
の
実
情
を
十

分
考
慮
し
、す
べ
て
の
世
代
、あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
安
全
で
安
心
な
生

活
を
実
感
で
き
る
よ
う
に「
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト（
安
全
網
）の
構
築
」を

目
指
し
ま
す
。そ
し
て
、私
は
こ
の
基

本
方
針
の
も
と
で
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、①
情
報
の

開
示
②
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
③

市
民
と
行
政
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
職
員
と
共

通
認
識
を
持
ち
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
半
月
と
な
り

ま
し
た
。市
民
の
皆
様
が
さ
わ
や
か

な
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　

11
月
20
日
、
第
三
中
学
校
で
1
年
生
128
人
を
対
象
に
福
祉
体
験
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
関
す
る
講
演
を
聴
い
た
後
、
福

祉
用
具
の
説
明
を
受
け
た
り
車
い
す
に
試
乗
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
イ
マ
ス

ク
等
の
使
用
や
ひ
じ
・
ひ
ざ
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
固
定
す
る
こ
と
で
、
目
や
耳
あ

る
い
は
手
足
が
不
自
由
な
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
疑
似
体
験
を
し
ま

し
た
。

　
「
手
話
が
使
え
な
い
の
で
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
に
何
か
を
伝
え
る
と
い
う
の
は

難
し
か
っ
た
」「
足
が
不
自
由
な
人
は
と
て
も
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
」「
自
分
の
周
り
が
真
っ
暗
に
な
る
と
記
憶
と
声
し
か
頼
れ
な
く
て

怖
か
っ
た
。
体
の
不
自
由
な
人
の
強
さ
を
尊
敬
し
、
助
け
合
い
た
い
と
思
っ
た
」

等
々
、
体
験
し
て
初
め
て
知
っ
た
苦
労
や
大
変
さ
と
も
ど
か
し
い
思
い
…
。
共

に
信
じ
合
い
、
支
え
合
っ
て
生
き
る
こ
と
を
学
ん
だ
時
間
で
し
た
。

育
て
よ
う
、
支
え
合
う
心

〜
総
合
的
な
学
習
＝
福
祉
体
験
学
習
〜

No.6

と

き

習
志
野
市
長　

荒
木　

勇



多
重
債
務
問
題
に
つ
い
て

●
身
近
に
な
っ
た
借
金

　

消
費
者
金
融
の
利
用
者
が

1
，4
0
0
万
人
を
超
え
、
借

入
先
が
5
件
以
上
の
利
用
者
が

200
万
人
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。「
生
活
費
が
足
り
な

く
て
」「
病
気
に
な
っ
た
」
な
ど
、

最
初
の
借
入
れ
は
少
額
な
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

●
返
済
の
た
め
の
借
入
れ
は

　

悪
循
環

　

借
金（
債
務
）
の
返
済
の
た
め

に
新
た
に（
複
数
の
金
融
業
者

か
ら
）
借
入
れ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
を
多
重
債
務
と

い
い
ま
す
。
こ
う
な
る
と
返
済

額
は
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。

●
正
し
い
相
談
先
で
借
金
は

　

解
決
で
き
る

　
「
誰
に
で
も
即
日
融
資
」「
カ
ー

ド
で
現
金
」「
多
重
債
務
者
へ
の

融
資
相
談
歓
迎
」な
ど
、一
見
親

切
か
の
よ
う
に
違
法
業
者
が
誘

い
を
か
け
ま
す
が
、だ
ま
さ
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。収
入
の
範
囲
で

返
済
で
き
な
い
場
合
は
、債
務
整

理
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

債
務
整
理
に
は
4
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
で
き
る

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
弁
護
士

会
や
司
法
書
士
会
へ
相
談
し
、

適
切
な
債
務
整
理
方
法
を
検
討

す
る
の
が
一
般
的
で
す
。「
返

せ
な
い
」
状
況
に
な
っ
た
ら
新

た
に
借
り
ず
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
債
務
整
理
の
方
法
や
正
し

い
相
談
先
の
情
報
は
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
で
も
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。

〈
債
務
整
理
の
方
法
〉

①
任
意
整
理
…
裁
判
所
を
通
さ

ず
、債
権
者
と
弁
護
士
・
司
法
書

士
の
間
で
返
済
方
法
な
ど
を
話

し
合
う

②
特
定
調
停
…
裁
判
所
が
債
権

者
と
債
務
者
と
の
間
に
立
っ
て
、

返
済
方
法
な
ど
を
調
整
す
る

③
個
人
版
民
事
再
生
…
裁
判
所

が
認
可
し
た
再
生
計
画
に
基
づ

き
、債
務
を
返
済
す
る

④
自
己
破
産
…
裁
判
所
を
通
じ

て
債
務
の
支
払
い
を
免
責
し
て

も
ら
う

問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
4
5
1
）
6
9
9
9

メ
モ
メ
モ

消
費
生
活

消
費
生
活

日
時　

場
所
・
会
場　

費
用　

対
象
者　

定
員

持
ち
物　

申
込
み　

問
合
せ市

役
所
よ
り

休
日
の
臨
時
ご
み
収
集

　

12
月
24
日
㈪
、
１
月
14
日
㈪

は
休
日
で
す
が
、
燃
え
る
ご
み
の

収
集
が
月
・
水
・
金
曜
日
の
地
区

は
臨
時
収
集
し
ま
す
。
※
当
日
は

清
掃
工
場
へ
の
持
込
不
可

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
課

☎（
４
５
３
）
５
３
７
４

平
成
20
年
度

償
却
資
産
の
申
告

　

事
業
に
用
い
る
償
却
資
産（
構

築
物
・
機
械
・
備
品
等
）
を
、
平

成
20
年
１
月
１
日
現
在
所
有
し

て
い
る
事
業
者
は
平
成
20
年
１

月
31
日
㈭
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※
対
象
事
業
所
へ
は
必
要
書
類

を
送
付
済
み

資
産
税
課

中
小
企
業
退
職
金
共
済
の

掛
金
補
助

　

平
成
18
年
に
中
小
企
業
退
職

金
共
済
に
新
規
・
追
加
加
入
し
、

現
在
も
加
入
中
の
事
業
主
に
対

し
、
被
共
済
者（
従
業
員
）
１
回

に
限
り
掛
金
を
補
助

対
象
事
業
主
＝
市
内
に
事
業
所

を
有
し
、
１
年
以
上
同
一
事
業

を
継
続
し
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

対
象
被
共
済
者
＝
市
内
事
業
所

で
１
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
、
過
去
に
掛
金
補
助
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

※
対
象
事
業
所
へ
は
必
要
書
類

を
送
付
済
み

１
月
７
日
㈪
〜
31
日
㈭
ま
で

に
商
工
振
興
課
へ

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付

　

65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の

要
介
護
１
以
上
で
障
害
の
程
度

が
障
害
者
に
準
ず
る
要
件
の
人

に
つ
い
て
は
、
税
の
控
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

は
、
各
ヘ
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

各
ヘ
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

全
国
の
工
業
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
産
業
振
興
政
策
な
ど
の

各
種
施
策
を
決
め
る
基
礎
資
料

に
す
る
た
め
、
12
月
31
日
現
在

で
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
に
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
12
月
中
旬
よ
り
調
査

員
が
伺
い
ま
す
。

総
務
課

献
血
活
動
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
「
平
成
19
年
度
千
葉
県
献
血
感

謝
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
献

血
運
動
の
推
進
に
功
労
の
あ
っ

た
次
の
方
々
に
対
し
、
表
彰
状

お
よ
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

〈
日
本
赤
十
字
社
銀
色
有
功
章
〉

鈴
木
金
属
工
業
㈱
、
習
志
野
市

立
習
志
野
高
等
学
校
、
東
洋
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

〈
千
葉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

所
長
感
謝
状
〉

㈱
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
、
㈱
カ

ン
ダ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
、
㈱

マ
ン
ダ
ム 

東
京
ビ
ル

習
志
野
市
献
血
推
進
協
議
会

（
社
会
福
祉
課
内
）

講
座
・
催
し

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
、
対

象
は
一
般
、
参
加
費
無
料
、
申

込
受
付
順
で
す
。

こ
ど
も
映
画
会

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ「
シ
ン
デ
レ

ラ
」
12
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

市

内
在
住

144
人（
15
人
以
上
の
場

合
は
事
前
申
込
み
）

飲
食
禁
止
、
小
学
生
以
下
上
ば

き
持
参

※
上
映
作
品
は
都
合
に
よ
り
変

更
あ
り

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

☎（
４
７
６
）
１
７
１
５

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

Ｉ
Ｎ　

お
お
く
ぼ

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ポ
ッ
プ
ス

12
月
22
日
㈯
午
後
２
時
〜

市
民
会
館

350
人　

カ
ノ
ン
、

弦
楽
五
重
奏
曲
、
ク
リ
ス
マ
ス

曲
メ
ド
レ
ー
ほ
か　

演
奏
＝
ム

ジ
ー
カ
・
ア
ラ
カ
ル
ト
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
ド
ル
チ
ェ

大
久
保
公
民
館　

☎（
４
７
６
）
３
２
１
３

芙
蓉
園　

冬
の
交
流
会

「
人
形
劇
を
楽
し
も
う
！
」

「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」「
マ
リ

オ
ネ
ッ
ト
ア
ラ
カ
ル
ト
」

12
月
25
日
㈫
午
前
11
時
〜
正
午

東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
芙
蓉
園

芙
蓉
園

☎（
４
７
６
）
９
５
９
６

普
通
救
命
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
含
む
）

１
月
９
日
㈬
・
29
日
㈫
午
前

９
時
〜（
３
時
間
程
度
）

消
防

本
部
５
階

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

各
日
15
人

筆
記
用
具

講
習
終
了
者
に
普
通
救
命
講
習

修
了
証
を
交
付

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
消
防
本
部
警
防
課
へ

☎（
４
５
２
）
１
２
８
３

上
級
救
命
講
習
会

成
人
・
小
児
・
乳
児
の
心
肺
蘇

生
法
、
気
道
異
物
除
去
、
外
傷

の
手
当
お
よ
び
搬
送
法
等
を
習

得

１
月
19
日
㈯
午
前
９
時
〜

５
時

消
防
本
部
５
階

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
普
通
救

命
講
習（
A
E
D
取
扱
い
含
む
）

を
受
講
済
み
の
人

15
人

筆

記
用
具　

講
習
終
了
者
に
上
級

救
命
講
習
修
了
証
を
交
付

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
消
防
本
部
警
防
課
へ

☎（
４
５
２
）
１
２
８
３

谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

自
主
事
業
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

谷
津
小
学
校
管
弦
楽
ク
ラ
ブ　

指
揮
者
＝
冨
田
政
芳
氏　

曲
目

＝
フ
ァ
リ
ャ
・
バ
レ
エ
音
楽「
三

角
帽
子
」
よ
り
終
幕
の
踊
り　

ほ
か

１
月
12
日
㈯
午
後
１
時

30
分
〜

谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

☎（
４
７
１
）
２
０
７
１

こ
ど
も
囲
碁
・
将
棋
教
室

（
基
礎
）

１
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
・
19

日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分

あ
づ
ま
こ
ど
も
会
館

小
・

中
学
生

20
人

筆
記
用
具

あ
づ
ま
こ
ど
も
会
館

☎（
４
７
７
）
９
０
７
７

い
き
い
き
マ
マ
支
援
講
座

パ
ー
ト
Ⅱ

　

１
月
30
日
㈬
、
２
月
28
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
全
2

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

〜
法
務
大
臣
表
彰
〜

　

高
村
久
男
氏
（
津
田

沼
在
住
）
が
、
保
護
司

と
し
て
長
年
に
わ
た
り

更
生
保
護
活
動
や
犯
罪

非
行
予
防
活
動
に
尽
く

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ

社
会
福
祉
課

女性の生き方相談 第１・３金曜日、第２・４火曜日午前10時～４時 サンロード津田沼６階市民相談室
１日５人（予約制） ステップならしの（男女共同参画センター）☎（453）9307

～パブリックコメント～

皆さんの意見を
お聞かせください

回
）

新
習
志
野
公
民
館

市
内

在
住
・
在
勤
の
子
育
て
中
の
親

（
２
歳
以
上
保
育
あ
り
）

20
人

（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

１
，

５
０
０
円
程
度　

30
日
＝
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ　

28
日
＝

フ
ラ
ー
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

12
月
25
日
㈫（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名･

電
話
番
号
・
保
育
必
要
な
子
ど

も
の
名
と
生
年
月
日
を
記
入
し
、

〒
275-

0025
秋
津
３

－

６

－

３
新
習

志
野
公
民
館
へ

☎（
４
５
３
）
３
４
０
０

弥
生
会
計
セ
ミ
ナ
ー
応
用
編

弥
生
会
計
上
で
の
決
算
手
続
き

に
つ
い
て

１
月
22
日
㈫
午
後
１
時
〜
４

時

習
志
野
商
工
会
議
所

市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学

５
人

会
員
3
，0
0
0
円　

一
般

5
，0
0
0
円

習
志
野
商
工
会
議
所

☎（
４
５
２
）
６
７
０
０

谷
津
干
潟

自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
よ
り

〈
冬
休
み
お
り
が
み
教
室
＆
谷
津

干
潟
か
る
た
会
〉

１
月
６
日
㈰
午
後
１
時
〜
３

時

観
察
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
館

料
※
予
約
不
要

〈
ぶ
ら
っ
と
観
察
会「
冬
の
鳥
た

ち
・
く
ら
し
探
訪
」〉

初
心
者
向
け

１
月
12
日
㈯
午

前
10
時
〜
０
時
30
分（
小
雨
決

行
）

小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）
20
人（
要
予
約
）

100
円（
保
険
料
・
資
料
代
）

筆
記
用
具
・
飲
み
物
・
帽
子
・

雨
具
、
双
眼
鏡（
あ
れ
ば
）
暖
か

い
服
装
で

・

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ

ン
タ
ー

☎（
４
５
４
）
８
４
１
６

①「習志野市後期基本計画（案）」
　本計画は、まちづくりの方向性を明らかにした基本
構想に基づき、本市の施策体系を示す総合的な計画で
す。

問合せ　企画政策課

②次期「習志野市産業振興計画（案）」
　本計画は、産業の振興ならびに新しい産業の創出・
育成に向けて、「市民」と「産業界（産）」・「大学（学）」・
「行政（官：市）」が一体となって産業を推進するため
の新たな指針となります。

問合せ　商工振興課

③次期「習志野市男女共同参画基本計画（案）」
　本計画は、男女共同参画に関する施策を総合的・計
画的に推進するためのものです。

問合せ　男女共同参画センター

【各計画の公表方法】
情報公開コーナー（市役所第四分室１階）および各担
当部署で閲覧・配付、市ホームページで公表
【募集期間】
① 12月 17日㈪～１月 18日㈮（必着）
② 12月 14日㈮～１月 15日㈫（必着）
③ 12月 20日㈭～１月 21日㈪（必着）
【提出方法】
「『各計画名』に対する意見」・住所・氏名を記入し、持参・
郵送・ＦＡＸ・市ホームページからの送信のいずれか
で各担当部署へ
【提出先】
①〒 275-8601　鷺沼１-１-１  企画政策課
　FAX（453）7368
②〒 275-8601　鷺沼１-１-１  商工振興課
　FAX（453）5578
③〒 275-0016　津田沼５- 12 - 12
　サンロード津田沼５階　男女共同参画センター
　FAX（453）9327

11月15日号7ページの「習志野市美術展覧会受賞者」に掲載しました「公募の部 奨励賞」の中の
「日本画」は「洋画」の誤りでした。お詫びして訂正します。 社会教育課お詫びと訂正

広報習志野　2007.12.15

10

広報習志野　2007.12.15

11 習志野市役所
☎（451）1151

広報習志野は市内公共
施設、駅、市内コンビニ
エンスストア（サンク
ス・ローソン）、郵便局等
に置いてあります。

問合せ：広報課
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12月のテーマ

人にも環境にもやさしい運転を !

習志野文化ホール自主事業ご案内

■主催・問合せ／習志野文化ホール��（479）1212　〒275-0026　谷津1-16-1
http://www1.seaple.ne.jp/narabunh/

※未就学児童の入場はご遠慮ください。

保育あり

１4：0０開演

3月20日（木・祝）
2008年

県民芸術劇場
ニューフィル千葉・名曲集

県
民
芸
術
劇
場　
習
志
野
公
演

指揮／飯森　範親
管弦楽／ニューフィルハーモニーオーケストラ千葉

詳細未定
文化ホールへお問合せください

国内外で大活躍の指揮者飯森範親と
ニューフィル千葉のコンビが著名ソリストを
迎え、名曲を集めたコンサートを企画中！

※車いすで来館のお客様へ…事務室受付までおいでください。客席へご案内します。

1月の休館日: 9日㈬・16日㈬・23日㈬・30日㈬
《年末年始休館日:12月29日㈯～1月4日㈮》

1 月　主な催物

※臨時し尿収集を希望する人はくみ取り日の前日（午後1時30
分まで）にご連絡ください。予定日が若干ずれることがあります。

し
尿
収
集
問
合
せ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
課
・

茜
浜
衛
生
処
理
場
☎（
4
5
4
）6
9
1
1

日 収　集　地　区　　
  4 日（金） 東習志野1・2・3・4　/本大久保3・4　/鷺沼台3・4
  7 日（月） 東習志野 4・5・6　/ 本大久保 5　/  大久保 1
  8 日（火） 実籾 1・5・6　/大久保 1・2
  9 日（水） 実籾 1・2　/大久保 3・4
10 日（木） 実籾 2　/大久保 4　/新栄 1・2　/泉町 2　
11 日（金） 実籾 2　/津田沼 1・2・3・4・5
14 日（月） 成人の日
15 日（火） 実籾2・3　/津田沼6・7　/谷津町1・4　/藤崎1
16 日（水） 実籾 4　/東習志野 8　/藤崎 2
17 日（木） 東習志野 8　/藤崎 3
18 日（金） 東習志野 8　/藤崎 4
21 日（月） 東習志野 8　/藤崎 5・6・7　
22 日（火） 東習志野 8　/屋敷 1　/鷺沼 1・2・3・4・5
23 日（水） 屋敷 1　/鷺沼台 2
24 日（木） 屋敷 2・3　/谷津 1・2・3
25 日（金） 屋敷 4・5　/谷津 4・5
28 日（月） 屋敷 5　/谷津 5
29 日（火） 花咲 1・2　/谷津 5
30 日（水） 実籾本郷　/谷津 6
31 日（木） 実籾本郷　/谷津 6・7

1
月

日 曜 催　物　名 開演時間 入場方法（円）

6 日 佐倉太鼓衆　新春コンサート「天遊夢翔」 14：00
全席指定：2,000
※当日500増
中学生以下：1,000

8 火 新春賀詞交歓会 11：30 会費：4,000
※当日会場にて受付

12 土 千葉フィルハーモニー管弦楽団　
第23回定期演奏会 18：00 全席自由：1,000

14 月「平成 20年成人式典」「新成人を祝う集い」 10：00 関係者

19 土 L&Dラリー 10：00
13：30 全席自由：800

20 日 船橋市交響吹奏楽団　第 40回定期演奏会 14：00 全席自由：400
※当日100増

JCN船橋習志野9chで放送中 !
放送時間12:10,18:10,22:10（各20分）

2007年を振り返る
～習志野市のまちづくり～

12月後半号

あなたの知らない習志野がある

12月15日～31日放送

放送終了後
番組ビデオ・DVDを
図書館で貸出!

な
か
ま
に（
仲
間
募
集
）

※
活
動
場
所
は
予
定

■
古
典
の
つ
ど
ひ

第
2
・
4
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午　

菊
田
公
民
館　

月
2
，0
0
0

円

先
生
が
本
を
読
み
訳
す

■
芸
文
俳
句
会

第
3
水
曜
日
午
後
1
時
〜
4
時　

サ
ン

ロ
ー
ド
津
田
沼
5
階
研
修
室

月
500
円

■
和
紙
ち
ぎ
り
絵

第
2
木
曜
日
午
後
1
時
〜
3
時　

東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
芙
蓉

園

月
1
，0
0
0
円

■
ひ
ま
わ
り
サ
ー
ク
ル（
足
ツ
ボ

健
康
法
）

第
2
・
4
火
曜
日
午
前
10
時
30
分

〜
正
午　

東
習
志
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

月
1
，0
0
0
円

■
ピ
ラ
テ
ィ
ス
&
フ
リ
ー
ス
ト

レ
ッ
チ

毎
週
火
曜
日
午
前
9
時
45
分
〜
10

時
45
分　

東
部
体
育
館　

1
回
300

円　

骨
盤
・
背
骨
の
ゆ
が
み
解
消

と
強
化（
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
）

■
宮
沢
賢
治
を
読
む
会

第
3
金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午　

大
久
保
公
民
館　

月
2
，0
0
0

円

講
師
あ
り

日時 場所
１月19日㈯ サンロード津田沼５階研修室
２月  ２日㈯ 東習志野コミュニティセンター２階実習室
２月16日㈯ サンロード津田沼５階研修室
３月  １日㈯ 大久保公民館１階会議室

◎１日につき４回実施
１回目＝午前９時～、２回目＝午前 10時 30分～
３回目＝午後１時～、４回目＝午後２時 30分～
※今年度最後の募集になります。募集件数は１回の診断会につ
き１棟です。
【耐震診断の対象になる住宅（次の条件をすべて満たすもの）】
①市内に現存する昭和 56年 5月 31日以前に建築または着工さ
れた木造住宅
②自らが所有していて、居住する在来軸組構法、枠組壁工法（２
×４工法）の一戸建てまたは併用住宅
③地上階数が２階以下であること
※現地調査なし
【持ち物】確認申請図書、建築物の写真
【申込み】専用電話で予約（先着順）
☎（453）3967　

無料木造住宅
耐震診断会
木造住宅
耐震診断会

木造住宅
耐震診断会
木造住宅
耐震診断会

療育相談
整形外科医による健康相談（股関節・骨格・整形外科疾患等） 12月17日㈪午後２時～２時30
分受付 習志野健康福祉センター 乳幼児 母子健康手帳 無料
習志野健康福祉センター☎（475）5151

精神保健福祉相談 精神科医による精神疾患や心の健康についての相談 １月８日㈫午後２時～ 習志野健康福祉セ
ンター　※予約制・無料 習志野健康福祉センター☎（475）5151

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

講
習
会

２
月
２
日
・
９
日
・
23
日
、

３
月
１
日
・
８
日
各
土
曜
日（
全

5
回
）

視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
ち
ば

点
字
ま
た
は
手
話

の
知
識
が
あ
る
人

25
人

３
，
０
０
０
円（
別
途
交
通
費
・

食
費
実
費
）

1
月
20
日
㈰（
必
着
）
ま
で
に

申
請
書
を
提
出
※
申
請
書
の
請

求
は
返
信
用
封
筒（
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
、
90
円
切
手
を
貼
付
）

を
同
封
し
、
〒
284-

0005
四
街
道
市

四
街
道
１

－

９

－

３
視
覚
障
害

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ば　

講
習
会
担
当
へ

☎
043（
４
２
４
）
２
５
０
１

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
よ
り

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
フ
ェ
ス
タ
習
志

野
〉

①
第
一
部
＝
当
日
ペ
ア
抽
選
の

ダ
ブ
ル
ス
交
流
戦
等（
初
級
者
対

象
）
②
第
二
部
＝
実
業
団
選
手
に

よ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
交
流
戦
等

（
予
定
）

１
月
20
日
㈰
①
午
前

９
時
〜
②
午
後
１
時
30
分
〜

袖
ケ
浦
体
育
館

各
部
64
人

各
部
500
円（
保
険
料
含
む
）

飲

み
物
・
タ
オ
ル
・
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト（
貸
出
し
あ
り
）

今
年
度
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

参
加
者
は
12
月
16
日
㈰
か
ら
、

昨
年
度
以
前
の
参
加
者
は
12
月

17
日
㈪
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
人

は
12
月
18
日
㈫
か
ら
受
付
開
始

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
〉

知
識
か
ら
実
技
ま
で
楽
し
く
ダ

イ
エ
ッ
ト

１
月
21
日
㈪
・
24
日
㈭
・
28

日
㈪
・
31
日
㈭
午
前
９
時
〜
11

時（
全
4
回
）

東
部
体
育
館

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

28

人

１
，５
０
０
円

運
動
着
・

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
着
替
え

〈
ヘ
ル
シ
ー
体
操
教
室「
い
き
い

き
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」（
初
心
者
）〉

２
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
各
火
曜
日
午
前
11
時
〜
１

時（
全
4
回
）

袖
ヶ
浦
体
育
館

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
優

先

30
人

１
，０
０
０
円

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
着
替
え
・

飲
み
物
・
タ
オ
ル

㈶
習
志
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

協
会

☎（
４
５
２
）
４
３
８
０

窓
口
受
付　

午
前
９
時
30
分
〜

電
話
受
付　

午
前
10
時
〜

市
民
駅
伝
大
会

２
月
３
日
㈰
午
前
７
時
30
分

〜
８
時
30
分
受
付

第
七
中
学

校
校
庭
集
合
、
香
澄
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
コ
ー
ス（
３
㎞
×
５
区
間
）　

種
目
＝
小
学
男
子
・
女
子
、
中

学
男
子
・
女
子
、
一
般
男
子
・

女
子　

出
場
チ
ー
ム
の
代
表
者

は
２
月
1
日
㈮
午
後
６
時
30
分

か
ら
東
部
体
育
館
で
行
わ
れ
る

監
督
会
議
に
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。１

チ
ー
ム
に
つ
き
小
・
中

学
生
３
，５
０
０
円
、一
般
６
，

０
０
０
円（
傷
害
保
険
料
含
む
）

二酸化炭素（CO2）を減らす
ためにエコドライブを
実行しましょう

⒈ふんわりアクセル ｢e スタート ｣ やさしい発進を心がけましょう。最初の５秒で時速 20キロが目安です。

⒉加減速の少ない運転 車間距離は余裕をもって、交通状況に応じた安
全な定速走行に努めましょう。

⒊早めのアクセルオフ エンジンブレーキを積極的に使いましょう。

⒋エアコンの使用を控えめに 車内を冷やし過ぎないように、こまめに温度・
風量の調整をおこないましょう。

⒌アイドリングストップ 無用なアイドリングはやめましょう。

⒍暖機運転は適切に 現在販売されているガソリン乗用車は暖機不要
です。エンジンをかけたらすぐ出発しましょう。

⒎道路交通情報の活用
出かける前に行き先や走行ルートの計画・準備
をして、渋滞や道路障害等の情報をチェックし
ましょう。

⒏タイヤの空気圧をこまめにチェック タイヤの空気圧を適正に保つなど、確実な点検・
整備を実施しましょう。

⒐不要な荷物は積まずに走行 車の燃費は荷物の重さに敏感です。

10.駐車場所に注意 渋滞などをまねき余分な排出ガスを出させる原
因となります。違法駐車はやめましょう。

問合せ　建築指導課

問合せ　自然保護課

エコドライブ普及連絡会
（警察庁、経済産業省、国土交通省、
環境省）

　

11
月
11
日
、こ
ど
も
部
に
、

今
年
設
立
40
周
年
を
迎
え
た

習
志
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
2
台
の
軽
自
動
車
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、障
害
者
や
高
齢

者
福
祉
へ
の
貢
献
が
多
か
っ

た
同
ク
ラ
ブ
。近
年
少
子
化
問

題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、「
子

育
て
支
援
日
本
一
を
め
ざ
す

習
志
野
市
の
子
育
て
支
援
事

業
や
児
童
福
祉
事
業
の
発
展

に
役
立
て
て
…
」と
寄
贈
し
た

も
の
で
す
。

　
 

こ
ど
も
部
で
は
、市
内
の

幼
稚
園
や
保
育
所
を
訪
れ
た

り
、家
庭
訪
問
に
行
っ
た
り

と
、小
回
り
の
き
く
「
足
」と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

監
督
会
議
当
日
に
納
付

１
月
14
日
㈪（
午
後
５
時
必

着
）
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、へ

※
大
会
要
項
、
申
込
書
は
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
課
、
東
部
体
育
館
、

袖
ケ
浦
体
育
館
で
配
付

☎
090（
１
６
１
５
）
７
９
３
３

子
育
て
支
援
に
軽
快
な「
足
」が
登
場
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13 習志野市役所
☎（451）1151



※粗大ごみ戸別収集の年内申込みは、
　12月28日（金）まで、年始は１月4日（金）から
　です。
　受付 午前9時～4時

※臨時し尿収集の年内申込みは、12月27日（木）
　まで、年内最終日は12月28日（金）となります。
　年始は１月4日（金）からです。

※１月１日（火）～３日（木）、14日（月）は収集業務がお休みです。

※新栄・実籾・実籾本郷は12月29日（土）に燃えないごみの臨時収集を行います。

※下記の地区で有害ごみの臨時収集を行います。

※12月31日（月）は全地区収集します。

時間　午前9時～11時30分　午後１時～4時

●燃えるごみ（一般家庭）

月・水・金
火・木・土 12月31日（月） 1月4日（金）

1月5日（土）

年 末 最 終 日 年 始 開 始 日

●資源物（一般家庭）
収集地区
月
火
水

12月17日
12月25日
12月26日

1月7日
1月8日
1月9日

●燃えないごみ（一般家庭）

年末最終日

年末最終日 各地区の12月２回目の燃えないごみの収集日が年内最終日となります。

各地区の１月１回目の燃えないごみの収集日が年始開始日となります。年始開始日

年末最終日

年始開始日

年末最終日 年始開始日
12月29日（土） 1月  4日（金）

●有害ごみ（一般家庭）
年内の収集は終了しました。

各地区の１月の有害ごみ収集日が年始開始日となります。

年始開始日 収集地区
木
金
土

12月27日
12月28日
12月29日

1月10日
1月  4日
1月  5日

年末最終日 年始開始日

粗大ごみ（一般家庭）
粗大ごみ受付センター （４５３）７９７９

清掃工場へのごみの持込み
クリーンセンター  施設課 （４５１）１７９３

し 尿 の 収 集
茜浜衛生処理場 （４５４）６９１１

　12月29日（土）～１月3日（木）までの戸籍
の届出（出生届・死亡届など）は、市役所地
下１階警備員室でお預りします。

◆問合せ　市民課

戸 籍 の 届 出

　12月29日（土）～１月3日（木）までお休みし
ます。　

　スポーツ振興協会管理体育施設の年内利
用は12月28日（金）午後1時（テニスコートは午
後0時30分）まで、年始は1月4日（金）午後1時
（テニスコートは午後0時30分）から。

社会福祉協議会

　固定資産税・都市計画税第3期、国民健
康保険料・介護保険料第6期は、12月28日
（金）が納期限です。納め忘れのないようお願
いします。

市 税・国 保 料 等
図 書 館スポーツ振興協会

　年末年始も習志野市急病診療所［津田沼
５‐14‐24 保健会館１階　（451）4205］で、毎
日午後８時～午後11時まで、診療を行います。
※夜間・休日に急な病気でお困りのときは、テ
レホンサービス☎（452）0881をご利用ください。

急　病　診　療市　民　相　談

　12月29日（土）～１月３日（木）の午前９時～
正午まで習志野市休日急病歯科診療所［保
健会館向かい☎（451）4100］で診療を行いま
す。

歯 科 診 療

　12月28日（金）～１月5日（土）までお休み
します。

◆問合せ　さくらの家☎（451）3566
芙 蓉 園☎（476）9596

1月3日（木）の交通事故相談は10日（木）に振替えます。
1月4日（金）の不動産相談はお休みします。
1月4日（金）の女性の生き方相談は28日（月）に振替えます。
1月4日（金）の法律相談・ナイター相談は通常通り行います。
◆問合せ　すぐきく課
心配ごと相談は12月28日（金）～1月5日（土）
はお休みします。
◆問合せ　社会福祉協議会☎（452）4161

さくらの家・芙蓉園

※最終日は混雑が予想されます。

習  志  野  市

平常どおり
受付
祭壇の飾り付け
完全休業 完全休業
受付
祭壇の飾り付け

平常どおり

受付
遺体搬送・遺体保管
受付・火葬
遺体搬送・遺体保管

受付
遺体搬送・遺体保管

平常どおり（火葬含）

馬  込  斎  場

30日

31日

1 日

2 日

3 日

◆問合せ　社会福祉課

ご家庭でご不幸が生じた場合は、ご相談ください。
馬込斎場に直接電話予約する事もできます。
馬込斎場
☎（438）1151　

◆問合せ　健康支援課

◆問合せ　健康支援課

年末・年始の市役所の仕事

収　集　地　区

12　

月

1　

月

◆問合せ　社会福祉協議会☎（452）4161

◆問合せ　社会教育課

◆問合せ　社会教育課

◆問合せ　スポーツ振興協会☎（452）4380

　12月29日（土）～１月4日（金）まで休館します。

富士吉田青年の家

◆問合せ　富士吉田青年の家
☎０５５５（23）６８５３

　12月29日（土）～１月３日（木）まで休所します。
あづまこども会館

◆問合せ　あづまこども会館
☎（４７７）９０７７

　12月29日（土）～１月３日（木）まで休館します。

青少年センター

◆問合せ　青少年センター
☎（４５２）０９１９

　12月29日（土）～１月３日（木）まで休所します。

　12月29日（土）～１月3日（木）まで休館します。

◆問合せ　税制課

公民館・市民会館・コミュニティ
センター・ゆうゆう館

葬 祭 業 務

＊市役所ホームページにも「年末・年始の
　市役所の仕事」を掲載しています。

＊市役所は、12月29日（土）～1月3日（木）までお休みです。
【ごみの収集】 問合せ　クリーンセンター業務課

　　　　　 （453）5374

年末・年始の市役所の仕事

１月17日（木）＝藤崎
１月21日（月）＝泉町、大久保３・４丁目、屋敷

１月15日（火）＝香澄、津田沼１・２・３丁目
１月16日（水）＝花咲、東習志野１・２・３丁目
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14広報習志野は再生紙と環境にやさしい大豆油インクを使用しています

•特集　習志野高校　50周年
•平成20年度　自転車等駐車場の
　利用登録受付
　　　　　　　　　　　　　　　ほか

習志野市
広報課

市の人口 次号の予告
〒275-8601 習志野市鷺沼1-1-1　
☎ 047（451）1151 ㈹
FAX  047（453）9313
http://www.city.narashino.chiba.jp/

毎月２回 １日・15日発行

○総人口 ....... 159,793人　
○男 .................80,591人　
○女 .................79,202人　
○世帯数 ..........66,277世帯

H19.11.1現在




